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要 旨 
【目的】看護記録量的監査の自動化（自動監査）の効果を検証する。【方法】次の 4 つの方法で検証し
た。①監査に要する時間と労力（マウスをクリックする回数）が手動監査から自動監査で、どの程度削

減されたかを比較、②自動監査の効果に関して看護師の意見を聴取、③2019～2022年の自動監査結果の
推移の評価、④自動監査を用いた手動監査の精度の検証。【結果】①患者 800人想定の総監査時間は 20,000
分から 25分に、労力は 110,400クリックから 175クリックに削減された。②「電子カルテ画面を 1人ず
つ開いて記録状況を確認する手間がなくなった」等の肯定的な意見が挙がった。③監査項目 6/8 項目
（75％）の記録の実施率が改善していた。④監査項目によって手動監査の精度が異なることがわかり、
精度の検証が可能となった。【結論】自動監査の効果として、監査に要する時間と労力の大幅な削減、看

護師からの高い評価、記録の実施率の改善、手動監査の精度検証の実現をもたらすことが明らかになっ

た。自動監査が、看護業務の効率化と看護の質向上に貢献する可能性が示唆された。 
 

キーワード：看護記録、量的監査の自動化、デジタルトランスフォーメーション（DX）、情報担当看護師 
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ⅠⅠ．．背背景景 

2024 年 4 月より、医師の働き方改革として、
医師への時間外労働の上限規制が開始された。そ

のため、厚生労働省では医療従事者の合意形成の

もとでタスクシフト／タスクシェアを推進して

いる 1）。また、入院期間の短縮に伴う業務量の集

中や看護師の人員不足等から、今後ますますこれ

まで以上に限られたマンパワーで患者へケアを

提供していく必要があり、医療現場でのデジタル

トランスフォーメーション（以下、DX）の推進が
最重要課題となっている 2）。ここで DX とは、
2018 年に経済産業省が用いた用語であり、企業
がデータやデジタル技術を活用し、組織やビジネ

スモデルを変革し続け、価値提供の方法を抜本的

に変えることを意味している 3）。看護管理者は、

データやデジタル技術を活用して看護 DX に取

り組み、看護業務の効率化を進めることが早急に

求められている。 
一方、厚生労働省の医療施設調査によると、

2020 年時点での電子カルテ普及率は、一般病院
では 57.2％であるが、病床規模別でみると、400
床以上では 91.2％と高く、ほとんどの大規模病院
において電子カルテの導入が進んでいる 4）。そし

て、電子カルテには患者基本情報、日々の診療記

録、処方・注射記録、検体検査結果、各種検査レ

ポート、手術・処置記録等、様々なデータが蓄積

されている 5）。しかし、電子カルテのデータベー

スは業務を目的として構築されており、研究に適

したデータ構造となっていないため、電子カルテ

データを用いた臨床研究や二次利用は限られて

いるのが現状である 5）。そのため、データ活用の

推進は容易ではなく、それらを効果的に推進する
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ためには、看護師が看護の視点をもって、電子カ

ルテを管理する部署（以下、医療情報部）と協働

することが鍵となる。 
大阪大学医学部附属病院（以下、当院）では、

看護部長に任命された情報担当看護師が 2 名配
置されている。その役割は、病院情報システムの

改変、看護関連システムのマスタ管理、データ分

析・活用等であり、日々組織横断的に活動をして

いる 6）。当院では、看護記録の状況を把握して看

護の質向上を図る目的で、看護師全員が監査表を

用いて手動で看護記録量的監査を行っていた。し

かし、年 2回の監査時しか自部署の記録状況を把
握できず、日々の記録に関する取り組みに対して

タイムリーに客観的な評価をすることが困難で

あった。そこで我々は、2019年 10月より電子カ
ルテデータを用いた量的監査の自動化（以下、自

動監査）を開始した。その自動監査の取り組みに

ついて、以前、次のように報告している 7）。 
・当院の量的監査表から、データで抽出可能な項

目を選択し、項目毎に抽出条件を作成した。そ

の抽出条件に沿ってプログラムを設定し、得ら

れた監査結果が各部署の記録状況を反映して

いるかを評価した。 
・自動監査の導入により、入院患者全員の量的監     

査結果（記録を確実に実施できている患者の割

合：以下、記録の実施率）が部署別や患者別に、

毎日自動で電子カルテの所定のフォルダ内に

蓄積される設定とした。そのため、看護師全員

が任意のタイミングで自部署の記録状況を把

握できるようになった。 
自動監査がどのような効果をもたらしたのか

について検証することは、記録や看護サービスの

質向上に繋げ、看護業務の効率化を図っていくた

めにも大いに意義がある。本研究では、自動監査

導入の効果として、「監査に要する時間と労力」

「看護師の意見」「自動監査結果の推移」「手動

監査の精度」の 4つの視点から検証したので報告
する。 

 
ⅡⅡ．．目目的的 
電子カルテデータを活用した自動監査の効果

を検証すること。 
 

ⅢⅢ．．用用語語のの説説明明 
1．． 量量的的監監査査 

日本診療情報管理学会の診療情報管理士業務

指針 8）では、診療記録の点検業務について診療記

録の有無を点検することを量的点検としている。

当院看護部では、量的点検のことを量的監査と称

している。 
2．． 手手動動監監査査 
任意に指定した 1 日の入院患者全員を対象に、

量的監査表に沿って、入院期間中の記録の有無を

手動で点検すること。 
3．． 自自動動監監査査 
データで抽出可能な量的監査表の項目に沿っ

て、プログラム設定により、入院期間中の記録の

有無を自動で判定すること。毎日、その日 1日の
入院患者全員を対象とし、日・週・月毎の監査結

果が自動で日々電子カルテの所定のフォルダ内

に蓄積される 7）。 
 
ⅣⅣ．．方方法法 
1．．自自動動監監査査のの効効果果のの検検証証 
当院では、手動監査の全項目を自動監査で対応

できないことから、自動監査と手動監査を併用し

ている。2022 年 1 月に看護診断から標準看護計
画への変更に伴い、量的監査表を改訂して 34 項
目となった。そのうち、データで抽出可能な項目

は 25 項目であった。本研究では、データで抽出
可能な 25 項目について、手動監査と自動監査を
比較し、自動監査導入の効果を以下の 4つの視点
から検証した。 
1））監監査査にに要要すするる時時間間とと労労力力 
 監査項目 25 項目の手動監査と自動監査におい
て、看護師全員が要すると想定される総監査時間

と労力をそれぞれ比較した。手動監査に比べて、

自動監査の総監査時間と労力が、どの程度削減さ

れたかを検証し、自動監査の方が時間や労力が少

ない場合に自動監査の「効果あり」と判定した。

ここで監査時間とは、「監査表に沿って監査を開

始してから 25 項目のすべての監査が終了するま
での時間」と定義した。また、監査には電子カル

テ画面を一つ一つ開きながら記録の有無を確認

する必要があるため、労力とは「マウスをクリッ

クする回数」と定義した。 
2））看看護護師師のの意意見見 
当院では、看護記録の質の保障を推進する役割

を担う記録リンクナースが各部署に 1 人ずつ配
置されている。各部署の記録リンクナースを中心

に記録に関する活動をしているが、2019年 10月
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以前は、年 2回の手動による量的監査結果を活動
評価に使用していたため、タイムリーに評価を行

えないことが課題であった。複数の部署の記録リ

ンクナースは、自部署の活動評価を行うために、

記録グループメンバーと業務の合間や勤務時間

外に、患者毎に個別に電子カルテ画面を 1つずつ
手動で開いて記録の有無を確認していた。今回、

自動監査の導入の効果について、2021 年度の記
録リンクナース会議の場において、各部署のリン

クナース 28 名より口頭で意見を聴取した。その
際、偏りなく各個人が率直な意見を出せるように、

グループワークを通して意見を聴取し、個人が特

定されないよう配慮した。肯定的な意見が多い場

合に、自動監査の「効果あり」と判定した。 
3））自自動動監監査査結結果果のの推推移移 

2019～2022 年の各 8 月の 1 ヵ月分における院
内全体の自動監査結果（記録の実施率）の推移を

検証した。2019年と 2022年を比較し、記録の実
施率が改善している場合に、自動監査の「効果あ

り」と判定した。 
4））手手動動監監査査のの精精度度 
手動監査結果の精度を、自動監査結果を用いて

検証した。検証には 2021年 6～7月に各部署で実
施した手動監査結果と、監査日が同日の自動監査

結果を比較して、一致度を算出した。ここで一致

度とは、【100－「自動監査結果－手動監査結果」
の絶対値】とし、数値（範囲：0～100）が高いほ
ど、手動監査の精度が高いと定義した。自動監査

を用いて手動監査の精度が検証できる場合に、自

動監査の「効果あり」と判定した。 
2．．自自動動監監査査項項目目のの追追加加 
 院内全体の記録の実施率のうち、特に実践の記

録を表す「1回以上スケジュールした観察項目に
おいて、1つの漏れなく実施入力している（直近
1 ヵ月分）」の実施率が 2021 年 12 月までは低い
傾向にあった。その監査項目は、前日 24 時時点
で入院していた全患者を対象に、それぞれ直近 1
ヵ月間の入院期間中に、予定した観察項目の入力

漏れが 1 つもなければ「実施できている」、1 つ
でも入力漏れがあれば「実施できていない」と患

者毎に判定している。監査条件を緩和させ、日々

の記録が改善傾向にあるのかをより把握できる

ようにするために、「直近 1 ヵ月分」に加えて、
「前日分」の監査項目を 2022年 1月に追加した。
「前日分」の監査項目では、前日の 1日間に予定

した観察項目の入力漏れの有無を判定している。

2019～2024 年の各 5 月の 1 ヵ月分における院内
全体の「1回以上スケジュールした観察項目にお
いて、1つの漏れなく実施入力している」の「直
近 1ヵ月分」と「前日分」の記録の実施率の推移
を確認した。 
3．．倫倫理理的的配配慮慮 
記録監査に要した時間や、マウスをクリックす

る回数、記録の有無を確認した監査結果の比較で

あり、患者や看護師等の個人情報は使用しなかっ

た。 
 
ⅤⅤ．．結結果果  
1．．自自動動監監査査のの効効果果のの検検証証 
1）） 監監査査にに要要すするる時時間間とと労労力力 
当院の一般病床の平均在院日数は 13.0日（2021

年度）であり、一律 13日間の監査を入院患者 800
人に対して行うと仮定した。 
① 手動監査の場合 
監査時間について、電子カルテの画面上で記録

の有無を確認するのに、監査項目毎に最低 1分は
要するため、監査項目 25 項目では、患者一人当
たり最低 25 分要する計算となる。当院では、監
査対象期間を「入院期間中（1ヵ月以上入院して
いる場合は直近の 1 ヵ月間）」としている。その
ため、入院日数が長いほど監査に時間を要する項

目もあるが、ここでは考慮せず、1項目 1分とす
る。入院患者 800人を対象とした看護師による手
動の総監査時間は、800 人×25 分＝計 20,000 分
（約 333.3 時間）と推定した。労力については、
入院日数が 13 日の患者の監査を行う場合、電子
カルテのトップページを開いた状態から、マウス

で合計 138クリック（項目毎に最大 58クリック）
必要である（表 1）。そして、患者一人当たり 138
クリックを行う場合、入院患者 800人に対する総
労力としては 800 人×138 クリック＝計 110,400
クリックと推定した。 
② 自動監査の場合 
監査対象患者数や入院日数の影響は受けずに、

電子カルテの所定のフォルダ内に毎朝自動で監

査結果の Excelが保存されるため、看護師が監査
に要する時間は 0分である。監査結果を確認する
ために Excel を開く動作に 1 分要すると仮定す
る。その場合、25部署の看護師がそれぞれ自部署
内の監査結果を確認するために Excelを開く総所
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表 1 自動監査の項目と画面を確認するまでのマウスのクリック回数 

※ マウスのクリック回数は、入院日数が 13日間の患者の監査を想定している。 

※ 「マウスのクリック回数」の列において「＋１」の場合、直前の監査項目の画面を確認後、 
さらに 1 回クリックすることでその監査項目を確認することができることを示す。
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要時間は 25人×1分＝計 25分と推定した。 
労力としては、トップページの画面から所定の

フォルダを開く際に 7 クリック必要であること
から、25人×7クリック＝計 175クリックを要す
ると推定した。 
以上より、時間と労力について、手動監査に比

べて自動監査では、時間は 20,000分（約 333.3時
間）から 25分に（削減率 99.9％）、労力は 110,400
クリックから 175 クリックに削減されることが
わかった（削減率 99.8％）。 
2））看看護護師師のの意意見見 
記録リンクナースからは、以下のような肯定的

な意見が挙がった。 
・「電子カルテ画面を 1人ずつ開いて個別に記録    
状況を確認する手間がなくなり、とても助かる」 

・「記録に関する活動評価をタイムリーに行える 
のでありがたい」 

・「客観的な評価を用いて、すぐに記録に関する 
取り組みの継続や修正が判断できるので嬉し

い」等 

その一方、否定的な意見は挙がらなかった。 
3））自自動動監監査査結結果果のの推推移移 

2019～2022 年の各 8 月の 1 ヵ月分における院
内全体の記録の実施率の推移を、表 2 に示す。
2022 年 1 月の量的監査表の改訂前後で共通して
いる 8項目中 6項目（75％）は、4年間で記録の
実施率が改善していた。 
4））手手動動監監査査のの精精度度 
検証結果の一部を図 1に示す。手動監査と自動

監査の一致度を分析した結果、監査項目によって、

手動監査の精度にばらつきを認めた。例えば、「リ

スクアセスメントを行っている（転倒転落・内外

用薬自己管理基準）」という監査項目の一致度は

95.9 であり、監査の精度は高かった。一方、「パ
ス逸脱時、標準看護計画を患者または家族に開示

し、同意を得たことを経過記録に記載している」

という監査項目の一致度は 43.9 であり、監査の
精度は低かった。 
 

 

表 2 記録の実施率の推移（2019～2022年の各 8月分のデータ：4年間で共通している監査項目 8つ） 

 

カテゴリー
+B3:G31 監査項目 8月分のデータ

対象患者数
（人）

記録を確実に実施できている
患者の割合（％）：院内全体

改善状況
（2022年8月－
2019年8月）

2022年 18,144 96.5
2021年 20,188 94.6
2020年 19,246 91.2
2019年 22,035 85.5
2022年 21,024 86.2
2021年 22,106 96.5
2020年 21,395 94.9
2019年 24,777 95.2
2022年 12,787 99.3
2021年 13,729 98.4
2020年 14,535 97.6
2019年 16,871 99.2
2022年 5,488 36.3
2021年 5,940 24.9
2020年 4,997 13.1
2019年 5,315 15.4
2022年 20,405 35.2
2021年 19,952 33.3
2020年 19,083 26.0
2019年 22,274 23.3
2022年 19,186 93.8
2021年 20,420 55.8
2020年 19,863 53.2
2019年 23,097 54.7
2022年 8,328 81.3
2021年 9,216 86.0
2020年 9,754 79.5
2019年 11,682 85.2
2022年 149,676 68.3
2021年 142,405 74.5
2020年 123,281 66.9
2019年 145,817 67.7

実践の記録
1回以上スケージュールした観察項目において、1つ
の漏れなく実施入力している（直近1ヵ月分）

退院時の記録
看護サマリは退院後2週間以内に作成し、DACS保
存している

クリニカルパス
1つの漏れなくケアの実施（説明・指導）を入力し
ている

評価 初回評価は、入院後、1週間を目途に行っている

カンファレンス
カンファレンスの結果は、定型タイトルから「カン
ファレンス」を選択し、カンファレンスのテンプ
レートを用いて経過記録に記載している

リスク評価
スクリーニング

リスクアセスメントを行っている（褥瘡）

リスクアセスメントを行っている（転倒転落・内外
用薬自己管理基準）

計画
収集した情報から患者の健康上に問題がある場合、
入院から24時間以内に標準看護計画を立案している 0.1

-9.1

11.0

0.6

-3.9

39.1

11.9

20.9
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要時間は 25人×1分＝計 25分と推定した。 
労力としては、トップページの画面から所定の

フォルダを開く際に 7 クリック必要であること
から、25人×7クリック＝計 175クリックを要す
ると推定した。 
以上より、時間と労力について、手動監査に比

べて自動監査では、時間は 20,000分（約 333.3時
間）から 25分に（削減率 99.9％）、労力は 110,400
クリックから 175 クリックに削減されることが
わかった（削減率 99.8％）。 
2））看看護護師師のの意意見見 
記録リンクナースからは、以下のような肯定的

な意見が挙がった。 
・「電子カルテ画面を 1人ずつ開いて個別に記録    
状況を確認する手間がなくなり、とても助かる」 

・「記録に関する活動評価をタイムリーに行える 
のでありがたい」 

・「客観的な評価を用いて、すぐに記録に関する 
取り組みの継続や修正が判断できるので嬉し

い」等 

その一方、否定的な意見は挙がらなかった。 
3））自自動動監監査査結結果果のの推推移移 

2019～2022 年の各 8 月の 1 ヵ月分における院
内全体の記録の実施率の推移を、表 2 に示す。
2022 年 1 月の量的監査表の改訂前後で共通して
いる 8項目中 6項目（75％）は、4年間で記録の
実施率が改善していた。 
4））手手動動監監査査のの精精度度 
検証結果の一部を図 1に示す。手動監査と自動

監査の一致度を分析した結果、監査項目によって、

手動監査の精度にばらつきを認めた。例えば、「リ

スクアセスメントを行っている（転倒転落・内外

用薬自己管理基準）」という監査項目の一致度は

95.9 であり、監査の精度は高かった。一方、「パ
ス逸脱時、標準看護計画を患者または家族に開示

し、同意を得たことを経過記録に記載している」

という監査項目の一致度は 43.9 であり、監査の
精度は低かった。 
 

 

表 2 記録の実施率の推移（2019～2022年の各 8月分のデータ：4年間で共通している監査項目 8つ） 

 

カテゴリー
+B3:G31 監査項目 8月分のデータ

対象患者数
（人）

記録を確実に実施できている
患者の割合（％）：院内全体

改善状況
（2022年8月－
2019年8月）

2022年 18,144 96.5
2021年 20,188 94.6
2020年 19,246 91.2
2019年 22,035 85.5
2022年 21,024 86.2
2021年 22,106 96.5
2020年 21,395 94.9
2019年 24,777 95.2
2022年 12,787 99.3
2021年 13,729 98.4
2020年 14,535 97.6
2019年 16,871 99.2
2022年 5,488 36.3
2021年 5,940 24.9
2020年 4,997 13.1
2019年 5,315 15.4
2022年 20,405 35.2
2021年 19,952 33.3
2020年 19,083 26.0
2019年 22,274 23.3
2022年 19,186 93.8
2021年 20,420 55.8
2020年 19,863 53.2
2019年 23,097 54.7
2022年 8,328 81.3
2021年 9,216 86.0
2020年 9,754 79.5
2019年 11,682 85.2
2022年 149,676 68.3
2021年 142,405 74.5
2020年 123,281 66.9
2019年 145,817 67.7

実践の記録
1回以上スケージュールした観察項目において、1つ
の漏れなく実施入力している（直近1ヵ月分）

退院時の記録
看護サマリは退院後2週間以内に作成し、DACS保
存している

クリニカルパス
1つの漏れなくケアの実施（説明・指導）を入力し
ている

評価 初回評価は、入院後、1週間を目途に行っている

カンファレンス
カンファレンスの結果は、定型タイトルから「カン
ファレンス」を選択し、カンファレンスのテンプ
レートを用いて経過記録に記載している

リスク評価
スクリーニング

リスクアセスメントを行っている（褥瘡）

リスクアセスメントを行っている（転倒転落・内外
用薬自己管理基準）

計画
収集した情報から患者の健康上に問題がある場合、
入院から24時間以内に標準看護計画を立案している 0.1

-9.1

11.0

0.6

-3.9

39.1

11.9

20.9



 
 

 

 

図 1 手動監査の精度（一致度の上位 1～3位と下位 1～3位の結果） 

※ 一致度は、数値（範囲：0～100）が高いほど手動監査の精度が高いことを表す。 
 
 
2．．自自動動監監査査項項目目のの追追加加 

2019～2024 年の各 5 月の 1 ヵ月分における院
内全体の「1回以上スケジュールした観察項目に
おいて、1つの漏れなく実施入力している」の「直
近 1ヵ月分」と「前日分」の記録の実施率の推移
を、表 3に示す。2022年 5月と 2024年 5月を比
較し、2年間で記録の実施率は、ともに改善傾向
にあった。 

 
ⅥⅥ．．考考察察 
電子カルテデータを活用して看護記録量的監

査の自動化に取り組んだ。情報には価値という要

素があり、情報の価値に大きくかかわる要素は

「利用目的の明確さ」「正確さ」「使いやすさ」の

3つであるといわれている 9）。利用目的が明確で

ある量的監査の自動化がもたらす効果について、

今回、「正確さ＝監査の精度の検証」と「使いや

すさ＝監査に要する時間と労力」に加えて「看護

師の意見」「監査結果」の 4 つの視点から検証し
た。その結果、4つの視点すべてにおいて、自動
監査の「効果あり」と判定した。自動監査は、①

監査に要する時間と労力が大幅に削減でき、②看

護師から高い評価であり、③記録の実施率が改善

し、④手動監査の精度検証の実現をもたらすこと

が明らかになった。 
1．．量量的的監監査査のの自自動動化化のの意意義義ににつついいてて 
記録の質をデータで評価することは容易では

ないが、登録場所が決まっている記録の量（有無）

をデータで評価することは容易である。記録の有

無を確認する量的監査において、手動監査では、

対象患者数や入院日数に応じて監査に要する時

間や労力は増加するが、自動監査では、その影響

を受けない。以前は、量的監査に時間や労力を要

していたため、勤務時間内に監査を行うことが難

しく、監査を行うことが目的になる傾向にあり、

自分たちが日頃行っている記録を客観的に見直

し、改善に繋げていくことが困難であった。今回、

監査のために新たにデータを入力させることな

く、日々、現場の看護師が記録した膨大な電子カ

ルテデータを活用して監査の自動化を図った結

果、監査の大幅な効率化に繋がった。それにより、

記録状況が把握しやすく、記録を通して看護の質 
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表 3 記録の実施率の推移（2019～2024年の各 5月分のデータ：実践の記録） 

  ※ 「1回以上スケジュールした観察項目において、1つの漏れなく実施入力している（前日分）」の

監査項目は、2022年 1月に追加したため、2022年からのデータとなっている。 

 
 
 
向上を図るという本来の監査の目的をより意

識した取り組みに繋がると考える。そのことは

看護師の意見からも伺われた。データを活用し

て業務効率を図る際には、現場で新たにデータ

を入力させる等の負担を強いることなく、デー

タベースにある既存のデータの種類や内容等

の登録状況を踏まえて、有効に活用できる方策

を検討することが必要である。 
監査の自動化の意義は、単に業務効率の向上

に留まらない。記録について振り返り検討する

時間は、繁忙度や部署の状況に影響を受けるが、

自動監査はその影響を受けない。自動監査によ

り、任意のタイミングで自部署の記録状況を振

り返り評価できるようになったことで、各部署

が自部署の実践する看護をいつでも振り返る

ことが可能となった。ここで、実践する看護と

は、具体的には「リスクアセスメントを行って

いる（褥瘡）」、「初回評価は、入院後、1週間を
目途に行っている」等、監査項目の内容を指す。

今回、検証の結果、記録の実施率が改善すると

いう結果に繋がっており、自動監査の導入は、

看護の質向上に寄与する重要な変化であると

いえる。監査の自動化というデジタル化が看護

実践に与える影響として、タイムリーに部署

別・患者別に記録状況を確認できることから、

看護師は自身の記録をより意識的に行うよう

になり、結果として、記録や看護の質向上に繋

がる可能性が考えられる。また、自動監査結果

を活用することで、自己の記録習慣を客観的に

振り返る機会としたり、記録の重要性や記録方

法について学習する機会としたりする等、看護

師への教育にも繋がる可能性がある。引き続き、

デジタルツールを効果的に活用して、看護の質

を維持・向上させる方策を模索することが重要

である。 
今回、自動監査によって得られたデータが、

手動監査の精度を検証する手段としても活用

できることが明らかになった。手動監査では、

監査者の監査項目の理解状況や個々の判断に

依存するため、手動監査結果をそのまま院内の

記録状況として捉えていいのか、精度の検証が

必要であるが、その検証に関する報告はほとん

どない。我々は量的監査における手動監査の精

度検証について、以前、次のように報告してい

る。量的監査は記録の質ではなく記録の有無を

判定することから、記録の登録状況を判定する

自動監査の結果がより正確性が高く、適切であ

ると判断し、手動監査の結果と自動監査の結果

の乖離状況から、手動監査の結果の精度を検証

することが可能となる 10）。自動監査の導入によ

り、監査者の影響を受ける手動監査の精度検証

を容易に実現し、監査プロセス全体の信頼性向

上に繋がることが期待される。 
以上より、監査の自動化は、看護業務の効率

化と看護の質向上という喫緊の課題に対する

一つの解決策になり得ることが示唆された。 
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2．．看看護護師師にによよるる DXのの推推進進ににつついいてて 
サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間

（現実空間）を高度に融合させたシステムによ

り、経済発展と社会的課題の解決を両立する、

人間中心の社会とされる Society5.0 の時代を迎
え 11）、システムが人を動かすのではなく、人が

システムを動かし、その効果を享受するために、

医療情報に関する人材の養成が急務であると

いわれている 12）。本研究の結果は、看護分野に

おける DXの重要性と、それを推進する看護師
の役割の重要性を示している。今回、自動監査

の結果を踏まえて、実施率が特に低かった実践

の記録に着目した。患者の状態に応じて必要と

判断して 1回以上スケジュールされた観察項目
について、予定通り観察し、漏れなく記録する

ことは重要である。2022年 1月に「前日分」の
監査項目を追加し、「直近 1ヵ月分」の 2022年
前後の実施率を比較したところ、実施率の改善

を認めた（表 3）。自動監査の対象期間を見直す
介入が効果的であり、その理由としては、日々

の記録が改善傾向にあるのかをより把握でき

るようになったためと考えられた。このように、

看護の本質を理解した上でプログラムの設定

を医療情報部に依頼し、設定された後もデータ

の傾向を踏まえながら、より看護の質向上に繋

がるようにデータ活用を推進していくために

は、看護の視点が不可欠である。情報システム

やデータベースの構造についての知識が十分

でない現場の看護師のニーズや意図が、システ

ムエンジニアに正しく伝わり具現化されるた

めに、情報担当看護師が両者の橋渡しとして大

きな役割を発揮するといわれている 13）。今後、

ますます医療現場の DX が進展していく中で、
情報担当看護師の配置の有無に関わらず、看護

師が看護の視点で医療情報部と密に協働し、そ

れぞれの専門性を発揮していくことが、看護業

務の効率化や看護の質向上の鍵になると考え

られる。 
近年、AI技術やシステムを活用した取り組み

が様々に行われている。専用のスマートフォン

を携帯して業務を行うだけで、自動的に看護師

が行った行動を時刻付きで記録として残すこ

とができたり 14）、スマートフォンに発話してAI
が文字起こしを行うことで記録の効率化を支

援したりしている 15）。引き続き、現場の問題や

ニーズの本質を捉えて、様々な部署と連携しな

がら、AI等の先端技術の導入も視野に入れた取
り組みを検討していく必要がある。 
本研究の限界として、単一施設での検証であ 
ることが挙げられる。今後は、複数の医療機関 
での検証や、長期的な効果の検証等が求められ 
る。また、記録の量的側面だけでなく、質的側 
面の評価も含めた包括的な自動監査システム

の更なる発展が望まれる。 
 
ⅦⅦ．．結結語語 
本研究により、自動監査の効果として、①監

査に要する時間と労力の大幅な削減、②看護師

からの高い評価、③記録の実施率の改善、④手

動監査の精度検証の実現をもたらすことが明

らかになった。自動監査が、看護業務の効率化

と看護の質向上に貢献する可能性が示唆され

た。 
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